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あっという間に３月になり、１年の締めくくりの月になりました。梅・桃・菜の花な
ど花々が咲き始めています。子どもたちも散歩に行けば、つくしを探しています。
暖かい日が増えてきましたが、三寒四温で寒さ暖かさを繰り返しながら春はやってき

ます。年度末になって保護者の皆様もお忙しい時期になります。無理をしなければなら
ないことも多いと思います。体の声に耳を傾け体調管理をしましょう。

ムダな『甘やかし』と必要な『甘え＆フォロー』
子どもの「甘え」を受け止めることは大切です。しかし「甘やかす」と自立の妨げ

になります。「甘え」「甘やかし」区別は非常に難しいですが、帆足曉子はこう述べ
ています。

近年、「子どもの気持ちを受け止めてあげたいから、子どものいうことはなんでも聞
いてあげる」という親御さんが増えている印象があります。確かに自己肯定感を高める
ためには子どもの気持ちを受け止めることは大切です。しかし、いうことを無条件に何
でも聞いていると「甘やかし」になってしまいます。
《甘やかし》で親子関係逆転
幼少期の親子関係は、ある程度、親が主導権を握っているものです。でも「甘やか

し」が続いていた親子関係の場合、子どもは親を自分のいうことを何度も聞く「召使
い」のように捉え、子どもが主導権を握ることになります。「甘やかし」は「親子関係
の逆転」につながるのです。こうなると親はいつも子どもに気を使いながら行動せねば
なりません。
また、親に何でもやってもらっていると、子どもは、「自分でやる」体験が不足して

します。人は自分自身で体験したことから学び、自信を育んでいくもの。「自分でや
る」体験が不足すると自信が持てず、いつも不安を抱えた人になってしまいます。
子どもが自信を持って、豊かな人生を送れるように、親として適切な関わりをしてい

きましょう。

「甘え」と「甘やかし」はどう違う？

子どもの気持ちを受け止めること＝「甘え」と「甘やかし」は、ど

う区別すればいいのでしょうか。「判断する上での主体が誰か」とい
うことと、「子どもが何を求めているのか」に注目してみましょう。
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子どもが「甘えたい」ときは、何が不安な
気持ちやストレスを抱えていて、安心感を
求めているとき。その気持を満たすこと
が大切。

親
泣かれると面倒、時間がないからなど、
判断基準が「親の都合」に。また、「これ
は、子どもの育ちにおいてどうか」な
ど親の基準がない。
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「気持ちを受けとめてほしい」

行為ではなくただ「気持ちを受けとめて
もらうこと」を求めている。この場合、主
張した行為をやってもらわなくても、気持
ちを受けとめて安心させてもらえば、子
どもは落ち着く

「親を自分に
都合よく動かしたい」

「なにかやってもらいたい」「自分の主
張を通したい」など、親が自分の思い
通りに動く行為を求めている。この場
合、気持ちを受け止めようとしても、
「違う！」などと拒否する。

2021年１月号から自己肯定感をテーマに【すこやか】を発行してきました。今月号で、
シリーズとしてお伝えするのは最後。我が子の自己肯定感を高めるために読み始めた啓発本。
末広認定こども園に通う子どもたちも自己肯定感の高い子たちに育ってほしいと思って掲載
してきましたが、自分へ言い聞かせるような保健だよりになりました。今後も一緒に自己肯
定感を高い子どもたちを育てていけたらいいなと思っています。

母子健康手帳は、お母さんの妊娠から出

産、そして、お子さんの出生から小学校入

学（6歳）までの健康を記録するもの。

引っ越したり、転院したりしても、お母さ

んとお子さんの健康を切れ目なくサポート

するための大切な記録です。


